
鳥羽河内ダムとダムカードの概要 

 

●鳥羽河内ダムについて 

 ・ダムの概要 

鳥羽河内ダムは、二級河川加茂川水系の鳥羽河内川に治水ダムとして建設するもので、

加茂川水系の治水計画の一環をなすものです。目的は洪水調節で、大雨の時に降った雨の

一部をダムにためることで、下流に流れる水を一時的に減らし、洪水被害の軽減につとめ

ます。 

ダムの諸元は下記のとおりです。 

・形式：重力式コンクリートダム 

・堤高（ダムの高さ）：39.0m 

・堤頂長（ダムの長さ）：193.0m 

・有効貯水容量（ダムに貯めることができる水の量）：2,863,000m3 

 

●ダムカードとは 

ダムのことをより知っていただこうと「ダムカード」を作成し、ダムに訪問した方に配布

しています。カードの大きさや掲載する情報項目などは、全国で統一したものにしており、

おもて面はダムの写真、うら面はダムの形式や貯水池の容量・ダムを建設した時の技術、と

いった基本的な情報からちょっとマニアックな情報までを凝縮して載せています。 

（サイズ：88mm×63mm） 
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